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論文審査の結果の要旨

本論文は、開発した周波数分解光ゲート法に基づく光パルス計測装置により、 lfsの超短光ノ号ル

スを評価できることを明示している。また、複数の波長成分からなる参照光パルスを用いることに

より、離散的なスベクトル成分から構成される超短光パルス列の測定が行なえることを明らかにし

ている。また、 2色の超短光パルスの自己位相変調により単一の超短光パルスが発生できることを実

証している。この近赤外超短光ノ号ルスをイオン化光源とする質量分析法を用いて、有機化合物のイ

オン化過程を研究し、化学計測における有用性を示している。これらの成果は、化学システム工学

上寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。


